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広 報

プール聞きは7月1日

市営ブール(湘南海岸公園プ

ール、関城ケ丘公園ブール)の

プール聞きは 7月 1臼です。時

間は午前 9時から午 後 4時ま

で。 料 金 は 、 大 人250円、小人

100円です。ご利用ください。

ミ
ス
七
夕
決
ま
る

市民センター

中心街

全市
中，心街

中心街

中心街

六
月
六
日
に
聞
か
れ
た
ミ
ス

七
夕
コ
ン
テ
ス
ト
で
選
ば
れ
た

お
嬢
さ
ん
。
(
左
側
か
ら
)

会
鬼
塚
綾
子
さ
ん
(
泣
歳
)

.
平
塚
市
ふ
じ
み
野

・
日
本
大
学
歯
学
部

合
金
子
貴
江
さ
ん

(幻
歳
)

.
横
浜
市
戸
塚
区

・
劇
団

「
太
陽
族
」

会
島
田
直
美
さ
ん
(
お
歳
)

.
横
浜
市
神
奈
川
区

・
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
学
院

七
夕
の
女
王

沢
村
亜
津
佐
さ
ん

一
ん。

一
九
八
八
年
明
星
へ
ア

一
カ
タ
ロ
グ
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を

一
受
賞
。
フ
ジ
テ
レ
ビ
「
お
願

い
ノ
ダ
1
リ
ン
」
に
出
演
。

現
在
、
テ
レ
ビ
朝
日
「
歌
謡

ぴ
ん
ぴ
ん
ハ
ウ
ス
」
の
司
会

で
活
蹴
中
で
す
。

今
年
の
七
夕
の
女
王
は
、

松
竹
女
優
の
沢
村
亜
禅
佐
さ

湘
南
の
立
を
告
げ
る
七
夕
ま
つ
り
は
、
七
月
七
日
(
水
)
か
ら
十

一
日
(
日
)
ま
:
・
合

会
・
:
で
の
五
日
間
、
東
海
道
本
通
り
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
七
夕
ま
つ
り
に
華
・:
A
M

A
M
-
-
-
を
添
え
る
七
夕
の
女
王
は
、
松
竹
女
優
の
沢
村
亜
津
佐
さ
ん
。
ま
た
、
平
塚
の
顔
と
:
-
A
H

会
:・
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
ミ
ス
七
夕
に
は
、
明
る
い
す
て
き
な
お
嬢
さ
ん
三
人
が
選
:
・合

会
:
・
ば
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お
出
掛
げ
く
だ
さ
い
。

:
・会

証
」
を
交
付
し
、
見
え
る
場
所
何
と
い
っ
て
も
皐
太
子
と
雅
子

に
掲
示
す
る
よ
う
義
務
付
け
る
さ
ま
の
結
婚
で
す
が
、

J
リ
ー

な
ど
規
制
を
し
て
い
ま
す
。
グ
や
相
撲
の
若
貴
兄
弟
な
ど
話

一方、

観
光
客
の
安
全
を
守
題
は
豊
富
で
す
。
各
商
庖
が
一

る
沿
道
轡
備
は
、
笹
察
が
東
京
年
聞
が
か
り
で
作
っ
た
約
四
百

サ
ミ
ッ
ト
と
衆
議
院
議
員
選
挙
本
の
豪
華
け
ん
ら
ん
た
る
竹
飾

が
霊
な
り
手
薄
と
な
る
た
め
、
り
は
、
今
年
も
見
る
人
の
心
を

消
防
分
聞
や
交
通
安
全
協
会
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
へ
誘
っ
て
く

等
の
協
力
の
ほ
か
、
市
職
員
と
れ
る
で
し
ょ
う
。

ガ
ー
ド
マ
ン
を
増
員
し
て
、
万

全
の
態
勢
を
取
っ
て
い
ま
す
。

* ゆ
っ
た
り
楽
し

い
七
夕
見
物
を

四
十
三
回
目
を
迎
え
た
七
夕

ま
つ
り
は
、
名
称
を
「
湘
南
ひ

ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
」
と
変
更

し
、
湘
南
の
亙
ま
つ
り
に
ふ
さ

わ
し
い
呼
び
名
と
し
て
い
ま

す。
ま
た
、
暴
力
団
と
の
関
係
が

取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
露
庖
商

に
つ
い
て
は
、
露
届
出
庖
対
策

委
員
会
を
設
置
し
て
、
出
庖
申

請
者
を
審
査
し
、
適
格
者
に

は
、
顔
写
真
付
き

「適
格
者

総合公圏

全 市

市民センター

MNピjレ11階
中心街

中心街

\[~[[[鵠警護影響額塗議軽量級隣
合 7月 7日 (7.}<.)

12: 30 日本舞踊公演

13: 00 木造りまといパレード

14 : 00 竹飾りコンク ール (全市の部審査)
14: 30 ミス七夕披露パレー ド 川 崎 市消 防 音 楽 隊

15 : 45 市内小学校音楽 隊パレード

19 : 30 竹飾りコンクール(全市夜景の部審査)

合 7月 8日 (木 )

9 : 00 七夕まつり親普ゲートボール大会

12: 30 ミス七夕市中肪問パレー ド

12: 30 舞踊会公演

合 7月 9日 (金 )
10: 00 竹飾り コンクール入賞者表彰式

12: 00 七夕市民総おど りパレード

15: 00 七夕おどりパレード(神奈川県各種団体)

竹
飾
り
の
話
題

は
雅
子
さ
ま
/

今
年
の
竹
飾
り
の
話
題
は
、

大
道
芸
も
参
加

催
し
物
の
新
し
い
企
画
は
、

十
一
日
(
臼
)
午
前
十
一
時
と

午
後
四
時
か
ら
新
宿
公
園
で
行

う

「大
道
芸
大
ふ
と
で
す
。
足

長
お
じ
さ
ん
や
一
輪
車
乗
り
な

ど
、
八
種
目
の
珍
し
い
大
道
芸

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

案
内
所
を
設
置

市
民
の
み
な
さ
ん
や
観
光
客

の
た
め
に
、
駅
北
口

・
南
口

・

西
口
と
富
士
銀
行
前
、
市
民
プ

ラ
ザJ
に
案
内
所
を
設
け
ま
す
。

迷
子
や
急
病
等
で
お
困
り
の
と

き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
の
た

め
に
、

土

・
日
曜
日
午
後
一

時

か
ら
六
時
ま
で
、
駅
南
口
前
の

股
業
会
館
三
階
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
国
際
交
流

サ
ロ
ン
を
聞
き
ま
す
。

パ
ス
経
路
ガ
変
更

七
夕
期
間
中
は
、
駅
周
辺
が

混
雑
す
る
た
め
、
パ
ス
乗
り
場

と
運
行
経
路
が

一
部
変
わ
り
ま

す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

厚
木
方
面
、
伊
勢
原
方
面
、

楽
野
方
面
は
平
日
が
正
午
か

ら
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
十
時

か
ら
最
終
ま
で
N
T
T
平
塚
支

庖
前
に
変
わ
り
ま
す
。
逆
に
湘

南
平
松
岩
寺
行
、
大
磯
駅
行
等

は
北
口
に
な
り
ま
す
。

合 7月10日 (土 )
13: 00 文化連盟公演(民謂・民舞等) 中央公民館

13 : 30 ミス七夕・七夕の女王と音楽隊パレード 中 心街

参加 団 体 :県等音楽隊ーとカラーガード隊、横浜市消

防音楽隊、日産車体ベイシルバー、明るい社会づく

りi運動 平 塚 市 協融会、平塚バトンクラブ、サンマー

チングスクール、 SAGAMIマーチングプラス、

寒 川水仙バトン政笛隊、 PLANBA神奈川、スタ

ジオペコ、日本ボーイスカウト神奈川連盟平塚第11
団、秦野少女ラッパ鼓隊

トヨタ歌の祭典 市民センター

出演者:瀬川瑛子、島沖ゆたか、徳巻駒子、永井み

ゆき、大石加恭子

育 7月11日 (日)

5 : 00 クリ ーン 大作戦 中心街
(平康市11f年団協融会ボランテ ィアによる大掃除)

10: 00 ミス七夕撮最長会 中心街

10: 00 俳句大会(中央図お館) 囲碁大会(勤労会館)

11 : 00 日産ファミリー劇場(第 1回公演) 市民センタ-

11 : 00 七夕まつり大道芸大会(第 1回 公 演) 新宿公園

13: 00 郷土芸能大会(人形芝居、はやし) 中央公民館

13: 00 短歌大会 勤労会館

14 : 00 日産ファミリー劇場 (第 2回公園) 市民センタ-

16 : 00 七夕まつり大 道芸大会(第 2回 公 演) 新宿公園

22: 00 クリ ー ン大作戦

合スーパーファンタジアム'93
市民プラザ前交差点北側

7月 7日 (水 )-11日(日) ステー ジカ一

野外特設舞台に お い て 各 種 イ ベ ン ト を 開 催

(ラジオ日本「演歌だよ人生は」公開録音、電波子

ち ゃんオンステージ、友好都市郷土芸能ほか)

※オープニン グステージ 7日(水) 17: OO~ 

18: 30 

答
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i
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供
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ち
が
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緑
、
新
鮮
な
空

一間

帽
遺

気
、
輝
く
太
陽
の
も
と
で
駆
け
め
ぐ
り
、

詳

み

輔
副

遊
び
、
自
然
に
親
し
む
場
と
し
て
、
ま

市

引

田
恒

た
、
集
団
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
自
主

同

体

制
問

性
、
創
造
性
、
協
調
性
を
は
ぐ
く
む
場
と

公

判

「

一

し
て
建
設
さ
れ
た

「び
わ
背
少
年
の

制

移

wa一
家
」
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四
季
を
通
じ
て
子
ど
も
会
な
ど
の

科

料

M
山
一

背
少
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団
体
や
ハ
イ
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の
休
憩
場
と

恥

制

削

剖

し
て
、
年
間
八
千
人
余
り
の
利
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あ
る
。
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施
設
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は
、
赤
い
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が
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や
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収
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梓
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L

梓

教

室

(7
室
)
が
整
っ
て
い
る
。

山山

林

青
い
屋
根
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
パ
ス

品将

棋

ケ
ッ
ト
ボ
1
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球

哨

件

h
E
F
な
ど
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
1
シ

枠

谷

崎

時

ョ
ン
、
集
会
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ

持

味

噌

A
か
、
夜
間
に
は
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ヤ
l

同

拾

E
』「

の
会
場
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。

持

品
科

h
Z

野
外
に
は
八
十
人
が
宿
泊
で
き
る
キ
ャ

ー

刺

市

シ

ン
プ
サ
イ
ト
が
あ
る
。
平
成
四
年
に
第
二

件

討

し
H
h
野
外
食
卓

・
炊
事
場
が
新
設
さ
れ
、
従
来

林

ゆ

章
一
円

の
も
の
と
合
わ
せ
る
と
二
百
人
が
同
時
に

同

特

、
J

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
週
末
に
は

林

幹

占

有

日
帰
り
団
体
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

t
w

M
W

叶
J

利
用
で
き
る
の
は
、
市
内
に
お
住
い

制

:

M
M
m
か
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
青
少

稼

ゆ

戸
d

年
(
小
学
校
三
年
生
以
上
)
お
よ
び
背
少

時

W
畠

守

年
育
成
関
係
団
体
で
、
利
用
料
は
無
料
。

件

桂
月

A
T
容
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
レ
ク
リ
エ

1
1い

制

定
例
M

シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
や
野
外
炊
事
の
講
習
会
、

制

品再
一

2
1
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
ウ
ォ

1
ク
ラ
リ
l

得

税

同

門

ゃ
い
も
掘
り
、
も
ち
つ
き
な
ど
の
自
主
事

体

制

川

畑

業
も
聞
か
れ
る
。

ん件

せ

4
2
4

夏
休
み
中
の
利
用
は
、
ま
だ
若
干
余
裕

#

榊

が
あ
る
の
で
、
親
子
で
利
用
し
て
み
て
は
。

制

梓
骨
骨
名
父
、
寸
持
拡
林
殺
#
村
井
骨
骨
村
公
立
号
待
排
梓



(2) 平成5年フ月1日広報ひらつ力、

広
報
広
聴
課
で
は
、
夏
休
み

を
利
用
し
て
、
市
内
の
施
設
を

ご
案
内
す
る
親
子
施
設
見
学
会

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

マ

実

施

日

7
月

幻

自

(
火
)
、

8
月
6
日

(
金
)
、

8
月
初
日
(
木
)
の
3
日
間
実
施

マ
コ
l
ス
市
役
所
(
午
前
9

時

)
5新
港
建
股
現
場

1
大
神

県
下
一
の
生
産
量
を
誇
る
平
塚
の
米

作
り
。
市
内
の
小
学
生
が
民
業
体
験
学

習
田
植
え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
が
田
ん
ぼ
に
入
る
の
は
初

め
て
。
「
気
持
ち
が
悪
い
」
と
言
っ
て

い
た
子
供
た
ち
の
表
情
も
、
作
業
が
進

む
に
つ
れ
笑
顔
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
夏
の
草
取
り
、
秋
の
稲
刈

り
を
経
て
、
冬
に
は
自
分
た
ち
で
作
っ

た
米
を
使
っ
て
も
ち
つ
き
を
し
ま
す
。

写真トピ少クス

第 506号

苗
床
か
ら
首
を
取
る

農業の尊さと作る喜びを

現
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
:
び
わ
宵

少
年
の
家
(
昼
食

)
3神
奈
川

大
学

3
西
図
魯
館

5
市
役
所

マ
定
員
各
国
親
子
日
人
(
先

程
順
)

マ
持
っ
て
く
る
物
弁
当
、
雨

具※
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
参

加
さ
れ
る
方
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
参
加

希
望
日
を
記
入
の
う
え
一T
加
平

塚
市
浅
間
町
9
1
1
平
塚
市
企

画
部
広
報
広
聴
課
(
内
線
三
一

五
)
へ
。

な
ん
で
も
夜
市

の
個
庖
を
募
集

毎
年
好
評
と
な
っ
て
い
る
な

ん
で
も
夜
市
が
、
今
年
、
7
月

目
白
(
土
)
午
後
6
時
か
ら
見

附
台
公
園
で
聞
か
れ
る
。

そ
の
夜
市
に
彩
り
を
添
え
て

い
た
だ
く
手
づ
く
り
個
庖
を
募

議揚搬脇賜参三

集
ず
る
。

マ
販
売
で
き
る
物
陶
鴇
、
エ

プ
ロ
ン
、
子
供
服
、
パ
ン
フ
ラ

ワ
ー
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
レ
ザ

ー
ク
ラ
フ
ト
、
袋
物
な
ど
の
手

づ
く
り
品

マ
申
込
期
限

7
月

9
日

(
金
)

マ
申
込
先
地
域
づ
く
り
課

(
内
線
二
六
三
)

カ
ン
ボ
ジ
ア
料

理
受
講
生
募
集

中
央
公
民
館
市
民
ア
カ
デ
ミ

ー
で
は
、
世
界
の
料
理
(
カ
ン

ボ
ジ
ア
料
理
編
)
の
受
講
者
を

器
提
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
参
加

を
o

hv
日
程

7
月

μ
臼
(
土
)

1
8月
初
日
(
土
)
の
聞
の
土

昭
回
全
5
回

・
時

間

午

前
日
時

1
午
後
0

時
加
分

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
講
師
団
中

・
チ
ャ
ン
テ
ィ

ー
さ
ん
、
ソ
ン

・
ト
1
ン
さ
ん

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る

国
歳
以
上
の
方

マ
定
員
初
人

(
先
着
順
)

マ
教
材
費

三
O
O
円
(
材
料

貨
は
別
)

※
申
し
込
み
は
、
は
が
き

(
1

人
1
枚
)
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
を
記
入
の
う
え
、
〒

加
平
塚
市
追
分
1
l
m
中
央
公

民
館
(
電
話

M
I
--一一

一
)

へ。

キ
ャ
ン
プ
を
し
よ
う

{
親
子
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
}

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
親
子

で
野
外
生
活
体
験
を
し
て
も
ら

お
う
と
、
親
子
ふ
れ
あ
い
キ
ャ

ン
プ
が
聞
か
れ
る
。

マ
日
程

7
月
目
白
(
土
)
午

後
0
時
5
8月
1
臼
(
日
)
午

前
日
時
却
分
、
-
泊
2
日

マ
会
場

び
わ
青
少
年
の
家

マ

定

日

親
と
子
(
小
学
校
3

年
生
'
日
中
学
校
3
年
生
)
刊
人

先
着
順

マ
参
加
賀

1
人
二
千
円

う
ま
く
で
き
る
か
な

頑
張
っ
た
の
で
泥
だ
ら
け

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
び
わ
背
少
年
の
家
(
電

話
回
i
O
八
七
二
ま
た
は
官

少
年
会
館
(
屯
話
詑
|
七
O
ニ

九
){

小
学
生
の
キ
ャ
ン
プ
体
験
}

シ
ニ
ア

・
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
と
キ
ャ
ン
プ
体
験
を
す
る
小

学
生
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
日
程

9
月
日
目
(
土
)
午

前
日
時
却
分
i
u日
(
日
)
午

後
0
時

1

泊
2
日

マ
会
場
び
わ
苛
少
年
の
家

nU

AU
A
U

AU

n
u
nU

ハU

A
U
A
U

ハU
A
り

A
U
A
U

A
U
AU
n
u
n
U

0

2

0

0

3

0

0
0

5

4

1

0

3

3

0

3

0

 

必

u
T
C
J
C
D
E
U
凋

q
p
O
A
U
1
z
u
q
3
4
q
r
o
c
o
q
O
A噌

C
O

A吟

C
O

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
 

i
1

E
n
u

ハu
n
H
V

Aリ

n
u

hリ

n
M
A
M

Aり

n
u
n
u
nu

n
v
h
υ
n
u
n
H
A
u

t

-
1

1

3

0

3

0

0

0
0

1

1

1

1

1

1

1

1

 

中

一
3

4

5

5

3

5

3

5

3

4

5

5

3

日
日
日
目

斗
品

一

1

1

1

天

一
日

什
川

口

口

円

円

臼

U
日

H

H
口
口
円

u
u

訴
十

一

n
U

2
A

内

4
q
d
内

J

(作

一
3

3

3

4

5

6

v

u

ロ
室
一
月

司

4
凋
t
-
Q
U

日
一

hυ
一
日

H
H

H
H
円
口

H
口

口

円

口

日

日

日

日

日

υ

，、-
n
u
n
v

ハv
'
A

つ
ゐ
。
，
u

つ
d
今

0
7
e
ワ
'

ヲ

'

Q
u
n
w
d
n
u
n
u
d
n
v
n
u

h

ロロ
一
2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

6
E
一
月

尊
重
=
=

ヴ
，

図
一

ヨ

動

一

校

郎

館

昭
一日一
校

校

館

校

校

学

問

校

館

民

枝

館

校

館

j
iM
学

学

民

学

学

小

野

学

校

民

公

学

属

学

民

小

小

公

小

小

ほ

み

中

学

寺

公

丘

小

公

小

寺

公

民

沢

沢

延

回

ず

じ

陵

小

笠

田

が
れ
副
島
崎
心
回

土

吉

古

田

松

金

み

ふ

旭

港

海

盟

松

城

城

間

浄

金

マ
定
員
小
学
校
4
、
5
、
6

年
生
(
犯
人
)
先
着
順

マ

内

容

野
外
炊
事
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
1
等

マ
賀
用

二
千
円

マ
申
込
先
青
少
年
会
館
(
電

話
幻

l
七
O
ニ
九
)

ノ、

ロ
i
相
模
川
の
募
集

県
と
相
模
川
流
域
十
二
市
町

で
は
、
現
在
「
W
E
・
L
O
V

E
相
模
川
町向」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
事

業
の
一
つ
と
し
て
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
の
作
品
と
行
動
提
諜
を
募

集
し
て
い
る。

〔
ハ
ロ

l
相
模
川
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
作
品
募
集
}

マ
テ
1
マ
相
模
湖
、
津
久
井

湖
、
相
模
川
で
の
楽
し
い
遊
び

ゃ
風
長

マ
対
象
小
学
生

マ
応
募
規
定
①
四
ツ
切
り
か

B
5
版
の
画
用
紙
で
梢
岱
き

②
絵
具
、
ク
レ
ヨ
ン
等
自
由

マ
応
募
方
法
画
用
紙
の
裏
面

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入

の
う
え
、

7
月
初
日
ま
で
に
各

小
学
校
ま
た
は
水
政
課
(
内
線

六
三
三
)
へ
。

{
ハ
ロ
ー
相
模
川
マ
イ
ン
ド
ア

ク
シ
ョ
ン
募
集
】

マ
提
案
内
容
相
模
川
の
た
め

に
し
て
い
る
こ
と
、
で
き
る
こ

とマ
応
募
資
格
個
人
、
団
体
、

法
人
を
問
わ
な
い

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
神

奈
川
県
都
市
部
相
模
川
プ
ラ
ン

推
進
室

(
屯
話
O
四
五

l
二

O

一
ー
一
一
一
一

内
線
六
五
五

七
)
へ
。

リ
ー
ダ
ー
を
養
成

県
立
湘
南
青
少
年
の
家
(
中

郡
大
磯
町
商
鹿
2
1
M
l
m
)

で
は
、
積
極
的
に
社
会
参
加
で

き
る
若
い
リ
ー
ダ
ー
を
挺
成
す

る
指
導
体
験
研
修
を
行
-
っ
。

マ
期
日

7
月
口
日
(
土
)
午

後
4
時

1
M日
(
日
)
午
後
3

時
、
-
泊
2
日

マ
対
象
高
校
生
以
上
初
人

マ
内
容

協
力
ゲ
1
ム
・
レ
ク

ゲ
1
ム
実
習
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ー

ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
フ
ト
実
習
等

※
申
し
込
み
は
、

7
月
刊
日

(
土
)
ま
で
に
、
同
官
少
年
の

家
(
電
話
臼
|
O
六
七
六
)
へ
。

新
着
図
書
の
紹
介

マ
る
る
ぷ
情
報
版
関
東
周
辺

ハ
イ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
、
東
京
周

辺
民
宿
&
貸
別
荘
ガ
イ
ド
、
家

族
で
楽
し
む
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ

ド
、
第
2
土
曜
日
は
ス
タ
デ
ィ

ト
リ
ッ
プ
、
首
都
圏
露
庖
風
呂

の
宿

マ
J
T
B
の
フ
リ
ー
ダ
ム

ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
&
東
海
岸
フ
ロ
リ

ダ
自
由
自
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
自
由
自
在
、
ス
イ
ス
自
由
自

在
、
フ
ラ
ン
ス
自
由
自
在

※
今
月
の
新
着
図
曾
は
、
旅
行

ガ
イ
ド
特
集
と
し
て
購
入
し
た

図
告
の
一
部
。
詳
し
く
は
中
央

図
岱
館
(
屯
話
回
|
O
四

一

五
)
へ
。

-申込書の配布

申込曹は 7月 9日まで企岡部職員課で配布する

・受付
7月 9日樹まで

・企 画 部職員課(内線322)

消防職員の採用試験
・募集人員男子若干名

・① 昭 和43年 4月 2日以降に生まれた方で、大学

の課程(大学院除く)を卒業または平成 6年 3
月に卒業見込みの方 ② 身 長160cm、体重50kg、
胸囲80cm以上③両眼とも裸眼視力0.6以上、

または0.1以上で矯正視力1.0以上かつ、色党・

聴力が正常な方

・申し込み 7月 9臼幽までに申込啓(消防本部

庶務課に用意)を庶務課に持参する
※短期大学及び高校卒諜者(予定合む)の募集は

7月15日号の広報紙でお知らせする

-消防本部庶務課(内線387)

.保母・・・・・....................・・・・・・..............・・・・・・・・・数人

.昭 和46年 4月 2 日以降生まれの保母のまま格のあ
る方または平成 6年 3月 に 資格取得見込みの方

.臨床エ学技師……・…・・・・・・・・…・・…-…..…....… 1人

.昭 和44年 4月 2日以降生まれの臨床工学技師の資

絡 のあ る方または平成 6年 3月に資格取得見，込

みの方

【募集区分8】(平成 5年 10月採用予定)

4・一般事務B・・…・・…・・…・・…・・・・・……・・……・・若干名

・昭和41年 4月 2日以降に生まれた方で、大学の課

程(短大除く)を平成 2年 3月以降に卒業した方
.土木B…・・・・・・…・・・・…・ー・・・・・・…・・・・・・・・・……・・若干名

・昭 和38年 4月 2日以降に生まれた方で、大学の専

門課程(短大除く)を昭和63年 3月以降に卒業し

た方

【募集区分A】(平成 6年度採用予定)

.一 般事 務A.....…-…・・・・・・・・・・・・・・・・・…・……30人程度

・昭和44年 4月 2日以降に生まれた方で、大学の課

程{短大除く)を平成 5年 3月以降卒業した方ま

たは 6年 3月に卒業見込みの方
.建築・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1人

・昭和40年 4月 2日以降に生まれた方で、大学の専

門課程(短大除く〉を平成 2年 3月以降に率諜し

た方または 6年 3月に卒業見込みの方
4砂土木A..…・…・・…・…・・・・…・ー・・……・…・・……・・・数人
・昭和40年 4月 2日以降に生まれた方で、大学の専
門課程(短大除く)を平成 2年 3月以降に溶接し

た方または 6年 3月に卒業見込みの方
.保健婦・・...............・・・・・....................・・・・・・若干名

.昭和44年 4月 2日以降生まれの保健婦の資格のあ

る方または平成 6年 3月に資格取得見込みの方



第 506号

て
、
近
松
座
歌
舞
伎
公
演

「冥

途
の
飛
脚
l
梅
川
・

忠
兵
衛
」

を
上
演
す
る
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
を
。

マ
期
日
7
月
日
日
(
木
)

・
昼
の
部
開
演
午
後
1
時

・
夜
の
部
開
演
午
後
6
時

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
出
演
者
中
村
腐
治
郎
、
片

岡
秀
太
郎
、
坂
東
吉
弥
ほ
か

マ
入
場
料

S
席
四
千
円
、

A
席

三
千
円

マ
前
売
所
市
民
セ
ン
タ
ー
、

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
(
長
崎
屋
4

階
)
、
ヤ
ン
レ
イ
レ
コ
ー
ド

(
ラ
ス
カ
4
階
)
、
稲
元
昼
楽

器
庖
、
サ
ク
ラ
曾
庖
本
底
、
花

水
哲
庖
ほ
か

は
、
健
康
課
(
内
線
二
六
O
)

へ。

日
本
語
教
授
法
の
学
習

モーツアルト「 アイネ・クライネ ・ナハ トムジーク」、「ピア

ノ協奏曲第20器K466J、ドヴォルザーク「交轡幽~8 番イギ

リス」

S席 4，500円、 A席 4，000円 (A席は市民センターのみ発売)

市民センター{屯括32-2235)、チケットぴあ(長崎屋 4階)、

ヤンレイレコー ド (ラスカ 4階)、稲元屋楽器底、サクラ官l苫

本底、花水密庖

心
の
健
康
相
談

73iiil， 

B7l¥:JイjレJ¥-王孟-交響楽町

希
望
者
は
交
流
親
善
課
へ

平
塚
保
健
所
で
は
、

心
や
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
、
ア
ル
コ
ー
ル
等
の

悩
み
を
持
つ
本
人
や
家
族
を
対

象
と
し
た
相
談
会
を
行
っ
て
い

る
。
(
訪
問
も
可
)

マ
日
時
7
月
7
日
(水
)
、

9
日
(
金
)
、
M
日
(
水
)

・
時
間
は
い
す
れ
も
午
後
1
時

却
分
1
3
時
却
分

マ
会
場

平
塚
保
健
所

マ
担
当
者
精
神
科
医
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
詑
|
O
一
三
O
)
予
約
制

市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め

の
外
国
の
方
で
、
日
本
語
が
不

自
由
な
方
に
、
日
本
語
を
教
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
師
に
な
っ

て
も
ら
お
う
と
、
受
講
生
を
募

集
し
て
い
る
。

ク
ラ
ス
は
二
部

構
成
で
、

受
講
生
は
両
方
に
出

席
す
る
こ
と
に
な
る
。

{
1
部

(日
本
語
教
授
法
学
習

ク
ラ
ス
)
}

マ
期

間

8

月

5
日

(
木
)

3
1
月
初
日

(
木
)
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
の
全
羽
田

・
時
間
午
後
7
時
却
分
6
3
9

時マ
会
場
市
役
所
B
会
議
室

マ
受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、

教
材
費
三
千
円

程

度

負

担

)

・

中

央

公

民

館

2

階

(

電

話

討

て

き

た

も

の

は

す

ぐ

冷

蔵

庫

ヘ

マ

募

集

人

員

犯

人

(

市

話

幻

|

六

三

ニ

九

)

|

一

一

一

一

一

)

・
庫
内
は
5
度
C
以
下
に
す
る

マ
説
明
会
7
月

n日
(木
)

{カ
ナ
ガ
ワ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
}

【

油
彩
会

・
粋
盤
会

・
栄
美
の

マ
加
熱
す
る
・

腸
炎
ピ
ブ
リ
午
後
7
時
却
分
3
9
時
7
月
四
日
(
木
)
，
、
，
初
日
会
・
虹
の
会
合
同
展
(
絵
画
・

オ
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
は

熱

に

{

2

部

(実
習
ク
ラ
ス
)
}

(
火
)

鎌
倉
彫
)
}

7
月
幻
日
(
水
)

弱
い
の
で
十
分
熱
を
と
お
す
マ
期
間
9
月
7
日
(
火
)

{第
ロ
回
七
夕
竹
細
工
工
房
}

1

お
臼
(
日
)

・
加
熱
し
た
か
ら
と
安
心
し
な
5
3
月
日
日
(
火
)
ま
で
の
毎
7
月
幻
日
(
木
)
1
幻
自

{か
な
哲
道
グ
ル
ー
プ
展
}
7

い
で
早
め

に

食

べ

る

週

火

曜

日

の

全

お

田

中

2

1

3

(
火
)

月
ぬ
臼
(
木
)
1
8
月
1
日
(
日
)

仇一日・.

・
:
r

@
市
民
相
談
室

(
市
役
所

1

日

(
木
)
叩
時
1
日
時

ア
相
談

毎
週
月
1
金
曜
日
.・u

p
f

m・-o

'
E剛
一

ト

階

)
包
括

ni--
一

一

内

O
消
費
生
活
相
談

毎
週
金
8
時
加
分
3
口
時

山…

安

剛

院

線

二
九
三

昭
臼
9
時
S
M
時

O
結
婚
相
談

毎
週
日
曜
日

以…

叫ん

監

獄

婆

認

後

待

。
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相

@
青
少
年
相
談
室

(
市
民
セ
叩
時
1
日
時
(
除
く
第
3
日

山

内

沿
議
官
Z九
点
制
組
初

談

7

月

6
日
(
火
)
、
加
ン
タ
1
2
階
)
屯
話
M
|
七

曜
日
)

一向

J

・
E
E
4

;

日

(

火

)

日

時

1

M

時

三

一

一

O

母
子
相
談
・
家
庭
児
童
相

.m

占
盛
田
，

o一
般
法
樟
相
談

毎
週
水

O
悩
み
ご
と
は
砂
ヤ
ン
グ
テ
談

毎
週
月
5
金
昭
日
9
時

総

z
a
'

曜
日
日
時
S
M
時
予
約
制

レ
フ
ォ
ン
。
屯
話
お
|

七

八

S
M
時

以…

.
6
t
p
p
y
(電話
で
も
可

)

三

O

毎

週

月

5

金

曜

日

9

0

高
齢
者
職
業
相
談
毎
週

小…

‘
匹

、

と

U

刻
々
凶
刃

O
登
記
供
託
測
量
相

談

7

時
1
M
時
却
分
(
土
曜
日
は

月

t金
曜
日
9
時
却
分
i
M

…

…

E
M

月
9
日

(
金
)
日
時

s
m時
日

時

S

凶

器

分

)

時

い引い

似

一
司
1

F

O

住

宅

相

談

7

月

初

日

@

福
祉
会
館

電

話

ね

|

二

O
婦

人

相

談

7

月

8
日

中

1

1
1
'

(火
)
日
時
1
M
時

三

三

=

一

(

木

)

叩
時
3
日
時

・

m
g広
ぷ
匂
川町O
発
明
考
案
特
許
相
談
7

0
専
門

(法
律
、
金
融
、
住

@
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ

w

w
b俗
法

当

初

ザ

兵

タ

月
5
臼
(
月
)
叩
時
3
日
時

宅
、
医
療
)
相
談

7

5

1

電
話
お

l
六
O

三

.

s
s

o下請
取
引
相
談

7

月

日

日

(
金
)
日
時
加
分
占
時
毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
3
げ

い
m

m・-

昌
也
・
・
日
(
木
)
日
時
泊
分
'
・
3
M
時
泊
分
、
予
約
制
時
(
電
話
相
談
毎
週
月
5
土

・一川

グ

ー

ー

。
定
例
年
金
相
談

7
月
8
0
生
活
支
援
・
ポ
ラ
ン
テ
ィ
曜
日
、
除
く
第
2
土
曜
日
)
し
…予

回
の
実
朝
日

・
時
間
午
後
7
時
泊
分
3
9

時マ
場
所
市
役
所
B
会
議
室

マ
費
用
無
料

※
申
込
先
交
流
親
普
課
(
内

線
五
九
七
)

率
は
、

十
年
前
と
比
べ
て
二
倍

に
増
え
て
い
る
。

子
供
の
肥
満
は
、
大
人
の
肥

満
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
成
人

病
と
な
る
原
因
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

将
来
、
少
し
で
も
動
脈
硬
化

を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
ま

た
、
子
供
が
肥
満
に
な
ら
な
い

よ
う
に
考
え
、
な
っ
た
場
合
は

早
く
解
消
す
る
。

ま
た
、
幼
児
期
の
生
活
習
慣

は
大
人
に
な
っ
て
も
続
く
た

め
、
物
の
也
か
な
と
の
時
代

に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、
家
族

ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

次
号
で
は
、
小
児
成
人
病
の

原
因
や
予
防
に
つ
い
て
掲
載
す

る。

基
本
健
康
診
査

市
で
は
、
四
十
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
基
本
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
る
。

年
一
回
受
診
で
き
る
の
で
受

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
か
か

り
つ
り
の
医
療
機
関
(
市
民
病

院
は
除
く
)
で
受
診
を
。

た
だ
し
、
勤
務
先
で
健
康
診

断
を
受
け
る
機
会
の
あ
る
方
は

除
く
。

マ
受
診
内
容
血
圧
測
定
、
検

原
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
、

肝
機
能
検
査
、
融
問
機
能
検
査
、

心
電
図
検
査
、
貧
血
検
査
、
血

糖
検
査
、
肺
が
ん
検
診
等
(
た

歌
舞
伎
の
公
演

成
人
病
予
備
軍
あ
る
い
は
小

児
成
人
病
と
い
う
、
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
は
?

成
人
病
と
は
、
本
来
は
大
人

が
か
か
る
病
気
で
、
高
血
圧

症、

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
最
近
の
調
査
で

は
、
十
成
代
で
死
亡
し
た
子
供

の
大
動
脈
に
は
、
そ
の
九
十
八

討
は
す
で
に
動
脈
硬
化
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
肥
満
児
の
発
生

ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業

運
営
委
員
会
の
自
主
事
業
と
し

演奏会
8月31日(メ::)

午後 6時30分~

市民センター
・ 指 揮 現 田 茂 夫

・ピアノ 花房晴美

{萌
賀
会
密
造
展
}

7
月
凶
日

(
木
)
3
8
月
3
臼
(
火
)

官
伝。

食
中
毒
に
注
意
を

-入場料

・前売券

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

目

清
潔
に
し
低
温
保
存
と
加
熱
を

J1:;.幸霞之介らつ力、

-曲

食
中
部
は
、
容
か
ら
梅
雨
、

互
に
向
か
っ
て
増
え
、
毎
年
七

月
か
ら
急
増
す
る
傾
向
に
あ

る。
食
中
誌
の
原
因
は
、
細
菌
、

化
学
物
質
、
自
然
続
の
三
つ
に

大
別
さ
れ
る
が
、
原
因
の
ほ
と

ん
ど
は
、
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
菌
、

ブ
ド
ウ
球
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌

な
ど
の
細
菌
に
よ
る
も
の
で
、

こ
れ
ら
の
細
菌
は
、
無
品
の
う

え
自
に
見
え
な
い
た
め
繁
殖
し

て
も
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
、
予
防
に
は
十
分
な
注
意

が
必
要
と
な
る
。
家
庭
内
で
の

発
生
を
予
防
す
る
に
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
よ
う
。

【
食
中
毒
の
予
防
}

マ
清
潔
に
す
る
・
翻
理
す
る

前
に
よ
く
手
を
洗
う
・

手
に

傷
が
あ
る
場
合
は
ゴ
ム
手
袋
を

使
う

・
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ

き
ん
は
洗
剤
で
洗
い、

熱
湯
消

毒
し
た
後
、
よ
く
乾
か
す

マ
低
温
保
存
す
る
・
食
品
を

室
内
に
放
置
す
る
と
細
菌
は
ど

ん
ど
ん
増
殖
す
る
の
で
、
買
っ

く〉街頭献血予定日・7月16日(月)
側ダイクマ平塚底・7月31日(土)
紅谷パールロード

※時間は午前10時から

午後3時30分まで

。ご協力ありがとうございました(6月分)
平塚江南高校、側 パイロット平塚工場、日本バイオ ニ ク ス 側 平 塚 工 場 、 日 本

特 殊塗料側平塚工場、古河篭気工業開平塚事業所、横浜ゴム側平塚製造所、

横浜ゴ ム側 ハマ タイト事業部、横浜エイロクイツ プ側 平塚事業所

-由・-
はがきに赤ちゃ ん の 名前、性別、生年月日と両親の住

所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

募く ださい。対象は 1蔵未満の赤ちゃんです。応募

さ れたはがき(1 日掲載分は 1 臼~15日締め切り、

15日掲 載 分 は16日~月末締め 切 り )は、抽選に

よ り翌月の広報紙に掲縦します。会送り先

〒254平塚市浅間町 9- 1 平塚市広報

広 聴課「赤ちゃんのステージ」係

....." 

ミd牟/ι， 
t-1~ 

‘_J-r公平塚市田村5796-15サニーホ

ぷ/ ームズA-201 株式会社中央コ， ンピューターシステムにお勤め

が り北澄近畿 さん (31蹴)と摘さん

65/427歳)の長男。 平成 4年 9月間， 生まれ。身長72cm、体重 8.3kg。
' ー トマト、大棋など野菜が大好きな

拓也ちゃん。 力強く人生を切り拓い

て欲しいと命名した。お気に入りの

ラッ パモ 吹きながらママを追いかけ

ることと、パパにおんぶしてもらう

ことが好き。晴れた自には近くに住

むおばあちゃんの家まで散歩する。

詑蓬括主ちゃん

献血lζι脇1JをEf

平成5年フ月寸日(3) 



(4) 

平塚球場

平成5年フ月1日広報ひらつか

市
民
の
体
力
づ
く
り
と
ふ
れ

あ
い
を
目
的
と
し
た
市
民
総
合

体
育
大
会
が
、
九
月
五
日

(
日
)
と
十
二
日
(
日
)
に
開

催
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

マ
会
場
平
塚
球
場
ほ
か

マ
出
場
資
格
市
内
在
住
の
高

校
生
以
上
の
方

マ
競
技
方
法
①
地
区
別
対
抗

競
技
②
団
体
競
技
は
各
地
区

1
チ
1
ム

マ
競
技
種
目

〈
団
体
種
目
〉
軟
式
野
球
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
剣
道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
射
撃
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
柔
道
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
卓
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

陸
上
競
技
、
テ
ニ
ス
、
ゲ
1
ト

ボ
l

ル

〈個
人
種
目
〉

水
泳
、
空

@ 
)¥a 

月

第 506号

手
、
弓
近
、
剣
道
、
射
慰
、
柔

道
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

※
申
し
込
み
は
、

7
月
幻
自

(
金
)
ま
で
に
平
塚
球
場
内
体

育
課
(
屯
話
出
|
三

O
六
O
)
へ。

夏
休
み
の
ス
ポ
ー
ツ

参
加
希
望
者
は
体
育
課
へ

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教

室
が
聞
か
れ
る
。
参
加
申
し
込

み
は
、
平
塚
球
場
内
体
育
概

(
電
話
出
|
一
ニ

O
六
O
)
へ。

{第
M
回
ナ
イ
タ
ー
陸
上
記
録

会
}

マ
日
時

8
月
比
日
(
土
)
午

後
3
時
叩
分
1
(雨
天
決
行
)

マ
会
場
平
塚
競
技
場

マ
競
技
種
目

(
1
人
1
櫛
目
)

・
一
般
、
高
校
男
子
育
討
、

四
百
灯
、
一
千
五
百
灯
、
五
千

灯、

円
盤
投
げ
、
走
り
幅
跳

び
、
走
り
高
跳
び
、
三
段
飛
び

・
一
般
、
高
校
女
子
百
灯
、

子
供
に
無
料
開
放
を

イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦

-
平
塚
球
場
で
行
わ
れ
る
イ
ー

ス
タ
ン
リ
l
グ
公
式
戦
、
横
浜

ベ
イ
ス
タ
1
ズ
対
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
3
迎
戦
が
、
小
学
生
ま

で
の
子
供
に
無
料
開
放
さ
れ

る
。
ま
た
、
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
し
て
、
小
学
生
以
上

の
方
(
各
臼
凶
人
)
に
ス
ピ
ー

ド
ガ
ン
測
定
を
行
う
。

マ
口
程

7
月
9
日
(
金
)
、

刊
日
(
土
)
、
日

n
(日
)

。 プロ野球イースタンリーグ公式戦

• 6円 18時横浜ベイスターズ対巨人

• 9 n18時、 10日14時、 11日13時

横浜ベイスターズ対阿武

。 そのほかの主な試合

• 12 1 1~28口 金問内等学校野球選手

権神奈川大会(準々決勝まで)

29円 9時 市少年野球大会(準決

勝・決勝)

観
戦
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

当
日
直
接
球
場
へ
お
越
し
を
。

ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
測
定
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
日
を
記
入
の
う

え、

7
月

6
日

(
火
)
ま
で

に
、
一
T
捌
平
塚
市
大
原
1
の

l

総
合
公
園
管
理
事
務
所
(
屯
話

お

|
ニ
二
三
三
)
へ
お
申
し
込

み
を
。

一
千
五
百
口
、
円
盤
投
げ
、
走

り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び

・
中
学
生
男
子
百
灯
、
一
千

五
百
目
、
走
り
幅
跳
び

・
中
学
生
女
子
百
計
、

一
千

五
百
討
、
走
り
幅
跳
び

・
視
覚
障
害
者

三
千
討

マ
参
加
料

一
般
五
百
円
、
高

校
生
三
百
円
、
中
学
生
二
百
円

(
県
陸
上
競
技
協
会
の
公
認
記

録
会
な
の
で
、
登
記
登
録
を
し

て
い
な
い
方
は
新
規
登
録
が
必

要
と
な
る
・
登
録
料
一
千
円
)

マ
申
し
込
み
期
限

7
月
5
日

(
月
)

【
第
包
囲
平
塚
選
手
権
水
泳
大

会〕マ
日
時

7
月
目
口
(
口
)
午

前
9
時
初
分
1

マ
会
場
総
合
体
育
館
プ
1
ル

マ
競
技
種
目
男
子
(
叩

M
-

百
計
自
由
形

・
平
泳
ぎ
、
回

れ

背

泳

ぎ

・
バ
タ
フ
ラ
イ
、

二
百

M

個
人
メ
ド
レ
ー

・
リ

レ
1
・
メ
ド
レ
ー

υレ
1
)

女
子
(
印

M
自
由
形

・
背
泳

ぎ

・
平
泳
ぎ

・
バ
タ
フ
ラ
イ
、

二
百
計
個
人
メ
ド
レ
ー
・
リ

レ
I
・
メ
ド
レ
ー
リ
レ
1
)

叩

・
刊

-m
・

ω・
叩
歳
代

男

・
女
(
別
抗
自
由
形

・
背

泳
ぎ
・平
泳
ぎ
・バ
タ
フ
ラ
イ
)

マ
競
技
方
法
タ
イ
ム
レ
l
ス

マ
参
加
料

1
顧
問
二
百
円

(1
人
2
組
目
ま
で
)

※
当
日
申
し
込
み
も
可

【
第
幻
回
平
塚
市
少
年
少
女
水

泳
大
会
}

マ
日
時

8
月
8
日
(
臼
)
午

前
8
時
泊
分
3
午
後
5
時

マ
会
場
総
合
体
育
館
ブ
ー
ル

マ
参
加
資
格
①
小
学
校
4
年

生
3
中
学
生
②
団
体
粗
目
は

学
校
区
ま
た
は
登
録
ク
ラ
ブ
単

位
で
編
成
す
る

マ
競
技
種
目

〈個
人
種
目
〉

小

学

生

男

子
・
女
子

(
m
M
自
由
形

・

平
泳
ぎ

・
背
泳
ぎ

・
バ
タ
フ
ラ

イ
)
、
中
学
生
男
子
・
女
子

(
切
れ

・
百

計

自

由
形

・
平

泳
ぎ
・背
泳
ぎ
・バ
タ
フ
ラ
イ
)

〈団
体
種
目
〉

小

・
中
学
生

男
子

・
女
子
二
百
れ
リ
レ
ー

(
4
人
×

m
M
)

マ
申
し
込
み
期
限

7
月
7
日

(
水
)
げ
時

マ
参
加
料
無
料

【第
3
回
平
塚
市
民
テ
ニ
ス
大

会
}

マ
日
程

7
月
白
日
(
土
)

3
8月
1
日
(
日
)

マ
会
場
桃
浜
庭
球
場
ほ
か

マ
競
技
種
目
レ
イ
ト
(
技
量

レ
ベ
ル
)
別
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス

マ
競
技
方
法

6
ゲ
1
ム
マ
ッ

チ
、
予
選
リ
l
グ
・
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式

" m 
na 

平塚競技場

平塚陸上競技選手権大会

ナイタ ー陸上記録会

中郡陸上競技選手権大会
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マ
会
場

道
場

マ
曲
呂
田
本
の
耳
ご
よ
み
、

字
街
太
鼓
ほ
か

大
会
の
結
果

{第
ロ
回
婦
人
イ
ン
ド
ア
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
}
6
月
口
目
、

見
附
台
体
育
館
、
参
加
9
チ
ー

ム・
優
勝
熊
沢
輝
見
子
(
山
下
)

・
金
森
広
美
(
浅
間
町
)
組

総合体育館 -. 

η~_ '.H② M~ 'お

湯量議機17
市小学生剣道錬成大会

七夕杯争ヨ停戦バレーボー

夏
休
み
親
子
教
室
開
く

希
望
者
は
地
域
づ
く
り
課
へ

市
で
は
、
組
子
そ
ろ
っ
て
消

費
生
活
に
関
す
る
知
識
を
深
め

て
い
た
だ
こ
う
と
夏
休
み
親
子

教
室
を
聞
く
。
定
員
は
、
い
ず

れ
も
親
子
初
組
(
先
着
順
)
。

申
し
込
み
は
地
域
づ
く
り
謀
市

民
生
活
係
(
内
線
二
六
三
)
へ
。

{
お
や
つ
を
作
ろ
う
5
プ
リ
ン

と
ゼ
リ
l
}
市
販
の
お
や
つ
と

手
作
り
の
お
や
つ
の
比
較
。

マ
日
時
、
会
場

7
月
幻
臼

(
木
)
、

8
月
例
日
(
火
)
午

前
日
時
S
U時
中
央
公
民
館

【手
作
り
豆
腐
に
挑
戦
!
}

マ
日
時
、
会
場

7
月
お
日

(
金
)
午
後
2
時
1
4時
旭

南
公
民
館
、

8
月
初
日
(
木
)
午

前
日
時
S
U時
中
央
公
民
館

{
お
や
つ
の
色
つ
て
な
あ
に
】

結
色
料
を
調
べ
る
。

マ
日
時
、
会
場

7
月
初
日

(
月
)
午
後
2
時

t
4時
勤

労
会
館
、

8
月
3
日
(
火
)
午

前
日
時

1
ロ
時

四
之
宮
公
民

館
、
午
後
2
時
3
4時
富

士

見
公
民
館

【
牛
乳
パ
ッ
ク
で
手
す
き
は
が

き
を
作
ろ
う
!
}

マ
日
時
、
会
場

8
月
4
日

(
水
)
午
前
日
時
3
ロ

時

岡

崎
公
民
館
、
午
後
2
時
1
4時

城
島
公
民
館
、

8
月

6
日

(
金
)
午
前
日
時

t
u時
教

育
会
館

〔
自
然
の
色
っ
て
ど
ん
な
色
〕

た
ま
ね
ぎ
を
使
っ
た
染
色
。

マ
日
時
、
会
場

8
月
5
日

(
木
)
午
前
日
時
3
ロ

時

花

水
公
民
館
、
午
後
2
時
1
4時

中
央
公
民
館

あなたの地区で広聴パトロール

--

金田公民館

7月14日(水)

午後7時......9時
今年も各地区へ出向いて市への

怒見や嬰望、苦情などをお聞きしよ

う と広聴パトロールを聞きます。 お

気軽にご利用ください。なお、回答

が必要なものについては、後日ご)Ig:

司Iします。

(内線355)広報広聴課広聴担当

。見附台体育館 (湖町1-3057)

・開放積目 卓球、バドミントン、パスケツ

ト、軟式庭球(-16時〉、バレー (16時-)

• 7月 5日(月)午後 1時-8時

• 7月26日(月) // 

。金田公民館体育館 何倍31-2136)

0金目公民館体育館 (旬開58-0101)

0神田公民館体育館 (叩苫55-0239)

0旭南公民館体育館 伯郡31 2255) 

・開紋種目 バレー(9時-1311与)、パドミン

トン、以球 03時-16時}、パスグット(16

U，'f-20時〉

• 7月 5日(月)午 前9時~午後 8時

・7月 19日(月) 1/ 

偲習飽⑫関脇固

担当

お気軽に意見や要望を
各種目ともラケット、シャトル、ボー

ルと、上ぱき用運動ぐつの持参を。
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